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学習内容

主体性
実行力

考える力

チームで
働く力

基本的責
務

安全への
意識・関心

倫理
尊厳の尊
重

倫理

自己研鑽研究
キャリア教育

レベル別目標 行動目標 レベル別目標 行動目標 レベル別目標 行動目標 レベル別目標 行動目標 レベル別目標 行動目標

ニーズをと
らえる力

助言を得てケアの
受け手や状況
(場）のニーズをと
らえる

・助言を受けなが
らケアの受け手に
必要な身体的、
精神的、社会
的、スピリチュアル
な側面から必要
な情報収集がで
きる
・ケアの受け手の
状況から緊急度
をとらえることがで
きる

ケアの受け手や状
況（場）のニーズを
自らとらえる

・自立してケアの
受け手に必要な
身体的、精神
的、社会的、スピ
リチュアルな側面
から必要な情報
収集ができる
・得られた情報を
もとに、ケアの受け
手の全体像として
の課題をとらえる
ことができる

ケアの受け手や状
況(場）の特性を
ふまえたニーズをと
らえる

・ケアの受け手に
必要な身体的、
精神的、社会
的、スピリチュアル
な側面から個別
性を踏まえ必要
な情報収集がで
きる
・得られた情報か
ら優先度の高い
ニーズをとらえるこ
とができる

ケアの受け手や状
況(場）を統合し
ニーズをとらえる

・予測的な状況
判断のもと身体
的、精神的、社
会的、スピリチュア
ルな側面から必
要な情報収集が
できる
・意図的に収集し
た情報を統合し、
ニーズをとらえるこ
とができる

ケアの受け手や状
況(場）の関連や
意味をふまえニー
ズをとらえる

・複雑な状況を
把握し、ケアの受
け手を取り巻く多
様な状況やニー
ズの情報収集が
できる
・ケアの受け手や
周囲の人々の価
値観に応じた判
断ができる

フィジカルアセス
メント

臨床推論

ケアする
力

助言を得ながら、
安全な看護を実
践する

・指導を受けなが
ら看護手順に
沿ったケアが実施
できる
・指導を受けなが
ら、ケアの受け手
に基本的援助が
できる
・看護手順やガイ
ドラインに沿って、
基本的看護技術
を用いて看護援
助ができる

ケアの受け手や状
況(場）に応じた
看護を実践する

・ケアの受け手の
個別性を考慮し
つつ標準的な看
護計画に基づき
ケアを実践できる
・ケアの受け手に
対してケアを実践
する際に必要な
情報を得ることが
できる
・ケアの受け手の
状況に応じた援
助ができる

ケアの受け手や状
況（場）の特性を
ふまえた看護を実
践する

・ケアの受け手の
個別性に合わせ
て、適切なケアを
実践できる
・ケアの受け手の
顕在的・潜在的
ニーズを察知しケ
アの方法に工夫
ができる
・ケアの受け手の
個別性をとらえ、
看護実践に反映
ができる

様々な技術を選
択・応用し看護を
実践する

・ケアの受け手の
顕在的・潜在的
なニーズに応える
ため、幅広い選
択肢の中から適
切なケアを実践で
きる
・幅広い視野でケ
アの受け手をとら
え、起こりうる課
題や問題に対し
て予測的および
予防的に看護実
践ができる

最新の知見を取
り入れた創造的
な看護を実践す
る

・ケアの受け手の
複雑なニーズに対
応するためあらゆ
る知見（看護およ
び看護以外の分
野）を動員し、ケ
アを実践・評価・
追求できる
・複雑な問題をア
セスメントし、最
適な看護を選択
できる

看護技術

協働する
力

関係者と情報共
有ができる

・助言を受けなが
らケアの受け手を
看護していくため
に必要な情報が
何かを考え、その
情報を関係者と
共有することがで
きる
・助言を受けなが
らチームの一員と
しての役割を理解
できる
・助言を受けなが
らケアに必要と判
断した情報を関
係者から収集す
ることができる
・ケアの受け手を
取り巻く関係者の
多様な価値観を
理解できる
・連絡・報告・相
談ができる

看護の展開に必
要な関係者を特
定し、情報交換
ができる

・ケアの受け手を
取り巻く関係者の
立場や役割の違
いを理解したうえ
で、それぞれと積
極的に情報交換
ができる
・関係者と密にコ
ミュニケーションを
取ることができる
・看護の展開に
必要な関係者を
特定できる
・看護の方向性
や関係者の状況
を把握し、情報
交換できる

ケアの受け手やそ
の関係者、多職
種と連携ができる

・ケアの受け手の
個別的なニーズに
対応するために、
その関係者と協
力し合いながら多
職種連携を進め
ていくことができる
・ケアの受け手と
ケアについて意見
交換できる
・積極的に多職
種に働きかけ、協
力を求めることが
できる

ケアの受け手を取
り巻く多職種の力
を調整し連携でき
る

・ケアの受け手が
おかれている状況
（場）を広くとらえ、
結果を予測しな
がら多職種連携
の必要性を見極
め、主体的に多
職種と協力し合う
ことができる
・多職種間の連
携が機能するよう
に調整できる
・多職種の活力
を維持・向上させ
る関わりができる

ケアの受け手の複
雑なニーズに対応
できるように、多
職種の力を引き
出し連携に活か
す

・複雑な状況
（場）の中で見え
にくくなっているケ
アの受け手のニー
ズに適切に対応
するために、自律
的な判断のもと
関係者に積極的
に働きかけること
ができる
・多職種連携が
十分に機能する
よう、その調整的
役割を担うことが
できる
・関係者、多職
種間の中心的役
割を担うことができ
る
・目標に向かって
多職種の活力を
引き出すことがで
きる

チームナーシン
グ多職種連携

意思決定
を支える
力

ケアの受け手や周
囲の人々の意向
を知る

・助言を受けなが
らケアの受け手や
周囲の人々の思
いや考え、希望を
知ることができる

ケアの受け手や周
囲の人々の意向
を看護に活かすこ
とができる

・ケアの受け手や
周囲の人々の思
いや考え、希望を
意図的に確認す
ることができる
・確認した思いや
考え、希望をケア
に関連づけること
ができる

ケアの受け手や周
囲の人々に意思
決定に必要な情
報提供や場の設
定ができる

・ケアの受け手や
周囲の人々の意
思決定に必要な
情報を提供でき
る
・ケアの受け手や
周囲の人々の意
向の違いが理解
できる
・ケアの受け手や
周囲の人々の意
向の違いを多職
種に代弁できる

ケアの受け手や周
囲の人々の意思
決定に伴うゆらぎ
を共有でき、選択
を尊重できる

・ケアの受け手や
周囲の人々の意
思決定プロセスに
看護職の立場で
参加し、適切な
看護ケアを実践
できる

複雑な意思決定
プロセスにおいて、
多職種も含めた
調整的役割を担
うことができる

・適切な資源を
積極的に活用
し、ケアの受け手
や周囲の人々の
意思決定プロセス
を支援できる
・法的および文化
的配慮など多方
面からケアの受け
手や周囲の人々
を擁護した意思
決定プロセスを支
援できる

退院支援

ⅤⅠ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

経験１０年目以上

レベルの定義 基本的な看護手順に従い必要に応
じ助言を得て看護を実践する

標準的な看護計画に基づき自立し
て看護を実践する

ケアの受け手に合う個別的な看護を
実践する

幅広い視野で予測的判断をもち看
護を実践する

より複雑な状況において、ケアの受け
手にとっての最適な手段を選択し
QOLを高めるための看護を実践する

めやす 経験1年目 経験２年目 経験３年目 経験４～９年目

・目標を設定し、責任をもって確実
に実行する
・組織内で適切な形での主張がで
きる　　　　　　　　　　　　・状況に合
わせて適切な行動がとれる

マナー、接遇、
社会人としての

心構え

課題発見力（現状分析、目的課題
を明らかにする）

計画力、準備力（課題の解決に向
けたプロセスを明らかにし準備す
る）

・分析力（相互関係を明確にする
ために構成要素を分解し、関連性
が説明できる）
・発案力（課題解決の目的を見極
め、よりよい方法を考案できる）
・応用力（すでに学習した手段を別
の状況に適応できる）

・分析力（相互関係を明確にする
ために構成要素を分解し、関連性
が説明できる）
・応用力（すでに学習した手段を別
の状況に適応できる）
・評価力（課題解決の目的に照ら
し合わせ、判断できる）

・分析力（相互関係を明確にする
ために構成要素を分解し、関連性
が説明できる）
・応用力（すでに学習した手段を別
の状況に適応できる）
・評価力（課題解決の目的に照ら
し合わせ、判断できる）
・創造力（物事を組み合わせて、新
しい価値を生み出すことができる）

・自己を分析し，自己を理解できる
・心身の健康に留意し、勤務する
・社会のルールや人との約束を守
る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ストレスの発生源に対応する
・相手に応じたコミュニケーション
がとれる

・相手の意見を丁寧に聴く
・自分の意見をわかりやすく伝える
・ストレスの発生源に対応する
・社会のルールや人との約束を守
る　　　　　　　　　　　　　　　・周囲へ
の配慮、協調性がある
・心身の健康に留意し、勤務する

・意見の違いや立場の違いを理解
する
・自分と周囲の人々や物事との関
係性を理解する
・ストレスの発生源に対応する
・周囲の状況を察知し、配慮した行
動がとれる

進んで取り組む 他の人に働きかけ巻き込む 目標設定し、確実に実行する

・目標を設定し、責任をもって確実
に実行する
・組織内で討論したり、見解を示し
たりする
・状況に合わせて適切な行動がと
れる

　・意見の違いや立場の違いを理
解した上での言動ができる・周囲
の状況を察知し、配慮した行動が
とれる
・様々な事象や他者との関係を柔
軟に調整することができる
・自身のみならず、チーム、組織内
のすとれるの発生源に気を配るこ
とができる

　・意見の違いや立場の違いを理
解した上での言動ができる・周囲
の状況を察知し、配慮した行動が
とれる
・様々な事象や他者との関係を組
織人として、調整することができる
・自身のみならず、チーム、組織内
のすとれるの発生源に気を配るこ
とができる

組織的役割遂行能力

責任の最も軽い難易度の最も低
い、軽微な組織の役割を果たす。
看護チームではフォロアーやチー
ムメンバーの役割、病棟の係とし
て簡単なルーチンの係の役割を遂
行できる。

組織の一員としての役割が理解で
き、部署の目標達成に向けて、基
準や手順を遵守した行動がとれ
る。

所属する職場で組織的役割が遂
行できる。看護チームではチーム
リーダーやコーディネーターの役
割、病棟での係としては創造的能
力を要求される係の役割を遂行で
きる。日々の看護業務において
リーダーシップがとれる。

所属する職場で、特殊なまたは専
門的な能力を必要とされる役割、
または指導的な役割（学生指導、
業務改善係、学習会係、教育委
員、リスクマネジメント係など）が遂
行できる。看護単位の課題が明確
にできる。

所属を超え、看護部や病院から求
められる役割を遂行できる。看護
単位の課題に対し、具体的解決を
図れる。

社会人基
礎力

組織教育
安全・感染

専

門

職

社

会

化

看護師と
しての基
本的資質
態度

看護師として果たすべき責務を理
解する

看護師として果たすことのできる
業務範囲を認識できる

自分の専門的判断と行為に対す
る説明責任を果たすことができる

看護ケアの効力とリスクについて
十分な情報を説明できる

看護ケアの効力とリスクに責任を
持つ

・リスク要因を考え、予防策を検討
することができる
・ヒヤリハットを含めたインシデント
の報告ができる
・感染防御を含めた、危険回避行
動を身に着ける
・不明点や疑問、気づきを早期に
報告、相談できる

・正確な感染防御行動を実行でき
る
・間違いの本質を見極め、危険回
避対策を考えることができる

組

織

内

社

会

化

医療・看護の倫理について熟知す
る
患者のプライバシーや個人情報を
保護する
患者の価値・信条・文化や生活背
景を理解する

患者の考えや意思を関係者に伝
え，代弁できる

患者の価値観や信条，生活習慣
などを尊重しながら，看護実践で
きる

患者の尊厳や人権を擁護するとと
もに，患者の意思決定を支える援
助ができる

部署において、倫理的行動のモデ
ルとなり、その理由を含めた指導
ができる

自己のキャリア開発に関して目指
す方向に主体的に研究に取り組
み、後輩のロールモデルとなること
ができる

単独で専門領域や高度な看護技
術等についての自己教育活動を
展開することができる
主となり研究活動を展開すること
ができる
看護単位における教育的役割が
取れる

チームレベルでの組織的危険回
避対策を考案し、メンバーとともに
実行できる

看護単位レベルでの組織的危険
回避対策立案、実施において、
リーダーシップが取れる

部署を超えた医療安全管理、感染
防御対策活動に率先して取り組む

臨床実践
能力

自己教育・研究能力・
キャリア形成

自己課題を指導によって発見し、
自主的な学習に取り組むことがで
きる

自己の課題を明確化し、達成に向
けた学習活動に取り組むことがで
きる

自己の学習活動に積極的に取り
組むとともに、新人や看護学生に
対する指導的な役割を実践するこ
とができる


